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第87回理事会の概要（平成23年9月16日）

第１号議案　会報発行について

　次回の会報発行につき、出席理事に原稿の執筆を要請した。また、今回から社会保険労務士に原稿執筆を依頼したいとの申し出があり、理事会はこれを了承した。発行は、9月末を予定。
第２号議案　調査業協会と協同組合の運営について

会長は、探偵業法の解釈と運用についての警察関係者からの配布資料の写しを出席理事に配布し、次の通り問題提起をした。

１．解釈と運用がこの資料通りに実施されれば現行よりさらに厳しく、調査業は実質的に成り立たなくなる可能性さえある。

２．現状では調査業として、業界を代表して監督官庁に発言する団体がなく、監督官庁との意思疎通が図れていないのではないか。

　３．法の解釈と運用の動きに対して、業界としての一つの見解を持つべきであり、協同組合及び各協会が話し合いの席をもつ必要が有るのではないか、などの意見が出された。

第88回理事会の概要（平成23年11月18日）

第１号議案　広報(ホームページ)について

　協会の広報と会員増強を念頭にホームページのリニューアル提案があり、理事会はこれを承認した。

第２号議案　関調協と協同組合の運営について

来年春に開催予定の教育研修会の準備・運営と関調協活性化のための方策が話し合われ、理事会はこの問題を引き続き検討することとなった。

第３号議案　会報の発行

来年１月発行する会報の原稿執筆を出席理事に要請し、各理事はこれを了承した。

第４号議案　その他理事提議事項

特定の探偵グループが関与した戸籍・住民票の不正入手の報道を取り上げ、これらが戸籍を必要とする調査をますます困難にする旨を述べたうえ、正当な権利主張ができる協会組織・団体の必要性について意見交換がなされた。
第8９回理事会（平成23年12月20日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　
第１号議案　会報発行について
　来年１月に関調協会報を発行する旨を伝え、役員全員に年頭の挨拶を込めた原稿の提出をお願いし、参加役員はその旨を了解した。
第２号議案　広報（ホームページ）と協会事業について

協会の広報面からホームページの充実を図り、会員欄をより充実させ、当協会のホームページを通じ会員が集客できるよう実施する必要性がある、との事で理事会は了承した。
第３号議案　教育研修会について
来年３月に教育研修会を開催する必要があり、その具体的検討を会長は要請した。
日時は弁護士の都合を考慮すると３月後半の可能性が高い旨が告げられ、詳細は会長に一任することで決定。
講師は、警察、府、弁護士、業界関係者を予定し、日時が決定次第、関係者に出席方のお願いをする事とする。また、業者の営業利益につながるような研修会にしたい等の方向性が話し合われた。

	


「新春放談」（調査目的の正統性）　　　　　会長　松谷　廣信

　新年明けましておめでとう御座います。
昇り龍、辰年の新春、会員の皆様はどの様なお正月をお迎えでしたでしょうか・・・。

　私は、還暦を向かえ早や5年。人生120年、還暦を折り返しとし、母のお腹に帰るまで後55年。今までの人生を振り返ると長い様で意外と短い。従って、これからは心身の健康に最大留意し、残り55年を「明るく　元気に　活き活きと　勇ましく」生きて行こうと、決意新たに新春のスタートをきりました。

ところが月半ばを過ぎ、何か変わったかと云えば・・、あいも変わらず時間に追われ、何するで無くバタバタと無為な時を過ごしており、早や反省しきりであります。

ただ、今の調査業界に無為な時を過ごしている余裕は無く、業界人が一丸となって社会的認知を得られる内部改革を行わなければならないのでは、と強く思わせられている所であります。と云うのが、昨年後半に新聞紙上で大きく報道された、調査業者による公文書や個人情報の不正入手問題であります。

私は予てから戸籍・住民票は公開を原則としたものであり、「交付請求に対する役所の対応にこそ問題がある」と声を大にして来ました。実際に、戸籍法や住民基本台帳法は、人権、プライバシー、個人情報保護などの観点から何度か法改正が行われ、無制限な公開には一定制限がなされたものの、第三者でも、権利行使や義務を履行する為の交付請求は公に認められており、我ら調査業者も権利義務のある依頼者から委任を受ければ、交付申請は可能と解釈して居ります。

ところが業者の多くは、戸籍・住民票は如何なる理由があっても入手不可能と考え（そう思わせる対応を役所がしている事もあるが・・）、正面からの請求には消極的になっている様です。

ただ、被調査人と調査依頼者との関係は様々で、単に権利の行使、義務の履行と云っても思い方、考え方、立場によってその解釈は大きく異なり、役所の運用面でも温度差が相当にある様です。

例えば、結婚を前提にお付き合いしている一方の人が、お付き合いの過程で相手に疑問（婚歴、年齢、親子兄弟、住所、資産、学歴、職歴など口にしている事が真実か否か）を感じ、その疑問を解くための基礎として住民票や戸籍を確認する必要が生じたとする。

こうしたケースで、一方の相手（第三者）が役所に赴き戸籍、住民票の交付請求をした際に、権利の行使として交付を受けられるか否かです。

云うまでもなく結婚は人生の一大事で、結婚を決めるには相当の決断と信頼関係が必要になりますが、その信頼関係に疑問が生じたとすると、それをクリアーにしなければ事を決める訳には行かないでしょう。その為の住民票や戸籍の交付請求は当然の権利行使と考えるが、役所はどう判断するのでしょうか。よしんば結婚を前提とした相手方の交付申請は当然として認められたとしても、今度は結婚前提のお付き合いを役所にどう証明するかです。ただ単に仲良く手を繋いでいる写真では証明になるまいし、もう少し親密な関係をとなると、これもまた一寸・・・。婚約証明などと云われたら、これはこれで大変だし、だいたいは婚約を約束する前に確認、調査の必要性が生じるものでしょう。そんなこんなで、実際は結婚の為の相手確認は極めて難しいのが実情です。ところが、結婚の為の調査依頼は非常に多く、しかも、その依頼にお応えするには、被調査人の住民票や戸籍は必要不可欠とさえ云えます。元々、住民票や戸籍の交付規制は部落差別をさせない為の一方策として取られたものである。ところが今では、個人情報やプライバシー問題など、規制のための規制理由を列挙し、規制する事が人権擁護になっている様に諸官庁は考えているようであるが、実は、戸籍、住民票の交付規制が人権侵害につながり、いかに多くの善良な市民が泣かされているか、などは役人は勿論、法改正に関わる知識人と云われる様な人は知る由も無さそうである。

差別調査は基本的人権の侵害であり、法的にも道徳的にも許されるものではなく、特に大阪府下では条例でも規制されており、やれば罰則を受けることになっています。従って、差別調査など実施する業者がいるはずも無いのに、何故に十年一日の如く「つながるおそれがある・・」等として、ここまで規制を強化しようとするのでしょうか。

しかし、今回の不正入手の事件は全く別次元の問題です。

我々が行う情報収集にはある意味ダーティーな部分を伴う事が有る。そのダーティーさは良く言えば調査力とも云え、何の特権も持たない調査業者が綺麗ごとのみでお客の依頼に応えようとするのには限界があり、法律スレレスの技法を使う事も多分に有ろうと思うが、それでも情報収集に努めるのは「調査目的の正当性」があっての事である。
私達調査業者が絶対に犯してならないのは目的の正当性ではないでしょうか。目的に正当性が有るが故に、情報収集のダーティーさもある意味許されると、我田引水と云われるかも知れないが、そう考えている。ところが、今回の事件は、新聞報道によると「調査目的の正当性」は微塵も感じられず、ただ金の為だけに動いたとしか思えない内容である。こんな反社会的目的で、戸籍、住民票を入手し逮捕されたのでは弁護のしようもない。役所の規制が厳しいから迂回入手をした、役所の対応が間違っているから止むを得ず行った等と云えるものではなく、過去の我々の主張が全て水泡に帰す、怒りをとおり越して情けなく成るほどの愚かな行為である。

私は、この仕事を幾ら叩かれ様と自負心を持って続けているのは、調査目的の正当性が背景に有るが故の事です。
会員の皆様もこのことだけは確りと肝に命じて頂きたく思います。
「健康がいちばん」　　　　　　　　　副会長　東田　俊康

関西総合調査業協会会員の皆様、明けましておめでとう御座います。
昨年は、関西総合調査業協会の活動に十分な協力も貢献も出来ず、皆様方に、ご心配とご迷惑をお掛けしたことを、改めてお詫び申し上げます。
皆様にとりまして、2011年はどのような年でしたでしょうか？。

私にとっては、病後の療養生活で、とてもつまらない一年でした。内科検診・採血・採尿の結果、軽度ですが肝臓・腎臓の数値が良くないと診断され、おまけに、血糖値やA-1Cもよくなく、糖尿の診断をされたため、好きな酒は制限され、食事制限と適度な運動を規則的に行うよう指導を受け、脳梗塞の後遺症からか、仕事に対しての集中力がなく、ただ一年を漠然と過ごし、映画の撮影会かと思えば、レントゲンやMRIの撮影会といった感じで、病院通いが仕事のような一年でした。
只、嬉しいことには、最近、少しお酒のお付き合いと下手な演歌を歌うこと、連れて行ってもらってゴルフがさせて頂けるまで回復して来たことです。とは言っても、ゴルフに行けばその後が大変で、２～３日は、腕や足腰の痛さで、見るも無残な格好をして、笑われながら、身体不自由爺をしております。
年末になりますと、年齢と共に、年々喪中ハガキが増えてくるのを切実に感じます。親や兄弟の亡くなられた方が多く、その亡くなられた方々の年齢をチェックして、８０歳以上の高齢者の場合は、天寿を全うされたのだと、ほっとするのですが、若年の方の場合には、何とも言えない気持ちにさせられてしまいます。
私が、２８歳で、大阪難波の府立体育館付近に古びたビルの一室を借りて、探偵社を開業してから、早いもので４０年が走馬灯のように過ぎました。昔いろいろお世話になった方々や先輩達を思い起こして、淋しくなるのは、亡くなられた方があまりにも多いことです。先輩風を吹かして、説教をしていたあの人も、尾行調査のエースと自慢していたあの人も、結婚調査は俺の天職と豪語していたあの人も、一緒に朝まで飲み明かしたあの先輩も、チョイ借専門のあの先輩も、いい格好して御馳走してくれるのに、何時も靴下に穴があいていた先輩も、ある人は肺癌で・ある人は脳卒中で・ある人は心筋梗塞で・ある人は長年一緒に暮らした奥さんと離婚し行方不明に・ある人は背任の罪で服役中に獄中死・ある人はゴルフのパター中に・ある人はアル中で・それぞれにそれぞれの最後を残してこの世から去って行かれた。
一人一人の生きざまを私の心に残して、良い思い出や悪い思い出、お世話になったことも多かったが、迷惑を掛けて去って行った人も多かった。
今更愚痴ってもどうしようもないが？。
今、自分が生きていることに感謝し、「人の振り見て　わが振り直せ」を心に想い、新しい年をよい年になるよう頑張って行きたいと思っております。
歳を取るとともに、いろいろな別れを体験させられました。今まで、自分が死ぬなどということは考えたこともなかったのですが、三途の川を渡りかけるような病気をして、初めて健康の有難さを痛感しました。
私は、今後は、健康第一に考え、一日も早い回復を心掛け、微力ながら皆様のお役に立てる辰年にしたいと考えております。
調査業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況下にあり、歯を食いしばり、ふんどしを締め直して、やるしかないの心境で誠意努力を重ねていく所存です。
最後になりましたが、皆様方の、ご健勝と事業の益々のご発展と今年が良い年になりますことを、願っております。　　　　　　　　　　　
「今こそ歴史に学ぶ」　　（株）初恋の人探します社　竜田充子

新年あけましておめでとうございます。

昨年は厳しい経済情勢が続く中、東日本大震災、それに引き続く福島第一原発事故が起こり、我が国にとって未曾有の事態を経験した１年でした。おそらく１０年後、２０年後に振り返ってみれば、大きな転換点となる１年であったことは間違いないでしょう。その転換が、私達にとっていい方向に向かうのか、悪い方向に向かうのかは、昨年より続く震災以降の取り組みによって決すると言って過言ではないでしょう。

しかし、政府の取り組みは、震災後９ヶ月もなるのに遅々として進まず、全く的を得ない、もはや文句を言うのも疲れるほどひどいものでした。被災者の悔しさや苛立ちはいかばかりかと察するに余りあります。しかも、復興への取り組みや原発事故の処理など、これから作られる枠組みは直接的には被災者の生活に影響を与えるだけではなく、被災者でなくても我が国に住まう以上、私達に無縁ではありません。

だからこそ、今後の政府の復興への取り組みや東電の対応を注視し、チェックし、要望していかなければなりません。…と威勢良く頭では思っていても、今の政府に何を言っても無駄なんちゃう？と思ってしまうのは、私だけでしょうか？もちろん、「注視し」、「チェックし」はしています。でも、あれだけ悲痛な被災者の声に、あれだけ肩透かしをくわせる対応に、開いた口がふさがり、憤りも越えて、声を上げようにも、どこかに諦めが潜んでしまうのです。

これはとても怖いことです。人々に諦めを植えつけるその手法は、単に「無能」と済ませられる問題ではありません。閣僚や官僚は明確に意図していなかったとしても、私はその蔓延する「諦観」の次に来る事態がとても恐ろしく感じています。

歴史的にみても、第一次世界大戦後のドイツにおいて、世界恐慌の影響を受ける中、膨大な賠償金を払うために超インフレとなり、人々が生活苦にあえぎ、「民主的」に発展したワイマール憲法下の民主制のもと、経済的危機を打開できなかった政党政治を変革するとして、ファシズムが台頭したのです。

ヒトラーは、登場当初は「独裁」ではありませんでした。人々の生活苦を解消できなかった軟弱な政党政治に飽き足らず、変革を望んだ多くの大衆はベルサイユ体制破棄を主張したヒトラーを支持し、議会制民主主義の下、選挙で合法的に当選していったのです。そして、ヒトラーは議席を獲得して第１党となった後、「変革」のパフォーマンスの下、政治的枠組み、つまり制度を変えていき、共産党という「敵」を見せながら、一党独裁体制を確立し、ワイマール憲法を廃止し、民主主義を駆逐していったのです。ヒトラーは議会主義の破壊を議会主義のルールで達成したのです。

今、それが日本に起こっていないか。その芽が出始めているのではないか。昨年後半の事態を見て、私は、とても危険なものがはらんでいるという危惧を拭い去ることができません。

今、日本はインフレではなく逆にデフレですが、アメリカンスタンダードを標榜した小泉路線の結果、格差が広がり失業、貧困が蔓延しています。「改革」が実現すれば、「成長」が実現すれば、全てはバラ色かのように主張されていた結果がこれです。そして、未曾有の事態に何ら有効な手段を打てず、次々と国民との約束を反故にする政党が政権を握り、それに対して人々が変革を期待しているという状況は、当時と本当に似ています。

「衆愚政治から独裁への循環が始まっている」と語った法曹人がいると聞きました。それを聞いて、私はうなずいたものです。今、変革が必要であるのは明白です。しかし、昨年秋以降、O市で起こっていることは、単に「都構想」が問題となるのではなく、また首長の言動が「独裁的」だからということではなく、歴史を繰り返そうとしていないかという視点で、冷静に、そして熱く、注目していかなければならないことだと考えています。

事務局便り
　新年あけましておめでとう御座います。本年もご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

　今年３月２８日（水）午後１時３０分～１７時００分の予定で探偵業の教育研修会を予定して居ります。

後日ご案内を送付する予定ですが、出来るだけ参加の予定を組んで頂けますようお願い申し上げます。

尚、教育研修修了書を発行致します。
パワハラ事例と企業の対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会保険労務士　岡本　茂
近年、職場におけるいじめ・嫌がらせ、とりわけパワハラをめぐるトラブルが急増しています。

例えば、毎年厚生労働省が公表する「個別労働紛争解決制度施行状況」によると、平成22年度の民事上の個別労働紛争に係る相談件数24万6,907件のうち、いじめ・嫌がらせに関するものが3万9,405件に上り、紛争の内容としても、普通解雇に関する相談件数に次いで2番目に多い結果となっています。

今回は、職場における、とくにパワハラの事例とトラブルが発生した場合の企業の対応の仕方について、説明します。

パワハラ（パワーハラスメント）という言葉は、平成13年に、一人の女性コンサルタントによって使用され始めた和製の英語で、「職権などのパワーを背景にして本来の業務の範疇を超えて継続的に人格と尊厳を侵害する言動を行い、就業者の働く権利を悪化させあるいは雇用不安をあたえること」を意味する言葉として定着しつつありますが、未だ法律上の概念としては確立するには至っていません。

通常の業務上の注意・指導が禁止されるわけではなく、企業秩序違反の従業員に対して注意・指導を行なうことは当然のことです。一番の問題は、管理職がパワハラと訴えられるのを過度に恐れて通常の注意・指導ができなくなるという点です。

なお、パワハラについては、セクハラと異なり（セクハラの場合は、男女雇用機会均等法の規定があります）、これを規制する特別の法律はなく、パワハラによって労働者の権利が侵害された場合は、民法や刑法などの一般法が適用されることになります。

例えば、パワハラによって労働者が精神疾患を発症した場合の企業の責任を考えますと、一般に民法に基づく損害賠償責任と、労働基準法（ただし、これをカバーするものとして、労災保険法に基づく保険給付の制度が設けられています）に基づく災害補償責任が問題となります。

以下は、パワハラ言動の一例です。（稲尾和泉『あんなパワハラこんなパワハラ』）

	パワハラ言動
	言動の目的

	「おまえなんか辞めてしまえ」「いらない」「消えろ」「おまえの代わりはいくらでもいる」、無視する
	相手の存在を否定、嫌悪感を表す

	「オレが絶対に正しいんだから、オレのいうことに従え」
	価値観を押しつける

	「給料泥棒」「このままじゃ、次のボーナスはないぞ！」「能なし」

「レベルが低すぎる」
	相手の価値を値引く

	机をたたく、ゴミ箱を蹴飛ばす、書類を投げる、胸ぐらをつかむ


	暴力

	舌打ち、鼻をならすなど相手を軽蔑する態度、「まったくあいつは・・」などのため息
	相手を軽べつ、軽視する

	周囲の人に「あいつは役に立たない」「口をきくな」などといいふらす、中傷メールを出す
	誹謗中傷する

	失敗を執拗に攻め立てる、長時間にわたりダラダラお説教をする、過去の失敗まで持ち出して責める
	屈服させる

	「この失敗は全部お前のせいだ」「オレは責任を持たないからな」
	責任を転嫁

	大声で怒鳴る、相手をにらみつける、べらんめえ口調で話す
	威嚇


パワハラに限らず、ハラスメント一般に共通することですが、上司の言動が問題である（「パワハラである」）旨部下から訴えられる根本原因は、上司と部下との間のコミュニケーション・ギャップにあります。したがって、上司の部下に対する言動が、果たして適正な注意・指導の範囲にとどまるのか否かを判断するに際しては、当該上司と部下との間の信頼関係がどのようなものであるかを踏まえ、次の３点がポイントにあります。

ア．注意・指導の必要性はどの程度か

イ．注意・指導の内容が業務の改善、人材育成につがるものか否か

ウ．注意・指導の場所や人数、態様等に配慮がなされているか否か

アについては、不正経理など違法行為を行なった労働者に対する注意・指導の場合は、自ずと厳しい内容になります。

また、イについては、上記の例にあるように、人格を否定したり、一時的な感情に基づいてなされたり、何ら業務の改善につがるものではない言動内容となっています。

ウについては、注意・指導の内容いかんにより、他の労働者の面前ではなく、別室に呼んで注意するといったことが求められます。

いじめやパワハラの事実があった場合、企業はどのような対応をとることになるのでしょうか。対応の仕方を誤ると、「発覚後の企業の誤った対応によって、精神疾患がさらに増悪した」などとして損害賠償の請求がなされるなど、さらなる事態の悪化も考えられます。

　この点、すでに一定の法律上の規制がなされているセクハラに関する企業の対応の仕方が参考になります。その中で、「事後の迅速かつ適切な対応」として、次の３つが求められています。

①　事案に係る事実関係を迅速かつ正確に確認する

②　行為者（加害者）に対する措置及び被害者に対する措置をそれぞれ適正に行なう

③　改めて職場におけるセクハラに関する方針を周知、啓発する等の再発防止に向けた措置を講ずること

これらの措置を講ずべきことは、パワハラについてもまったく同様であると考えられます。

会員コーナー
「初心忘れず」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　横田　正人
新年あけましておめでとうございます。　旧年中は一方ならぬお世話になり、誠にありがとうございました。 本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
今年のお正月は昨年に比べますと、気候的にはかなり穏やかなお正月でした。かくいう私自身は胃腸風邪とやらで一家全滅でしたので、天気ほど穏やかではありませんでしたが、日頃から寝不足が続いていますので、たまには寝込むのもいいのかなと 思ってお正月を過ごしています。
　さて、私事で恐縮ですが、自己紹介も兼ねて年始のご挨拶にさせていただきます。
私は平成３年１月にこの業界にお世話になって、昨年がちょうど２０年の節目の年で ありまして、また、同時に平成３年は、暮れに私が結婚をした年でもあって、２０年目の結婚記念日もつい先月に無事迎えたところです。
　今から思えば、あっという間の２０年、結婚当初、仕事もままならないような状態で生活がスタートして、やれ子供が二人でき、やれマイホームを買い、やれ独立したりと、人並みに色々あって、今や上の長女は今年大学受験の真っ最中で、「もう、いつの間にか１８才か…」なんて思ったりする今日この頃です。 
　もう今年で２１年目か―ー。 よく、お客様に「横田さんは、なんで探偵になったんですか？」と、聞かれることがあるのですが、恐らく皆様におかれましても、同じようなことを尋ねられたことがあると思います、いわゆる“きっかけ”ですね。
　私の動機は単純で、中学２年生のときに見ていた、松田優作主演の連続ドラマ「探偵物語」で、優作扮する主人公の工藤俊作が、コミカルな人柄と日常の中で、ハード ボイルドな事件を乗り越えていく姿に「探偵って、何と気楽そうな仕事なんや」と子供心に思ったことが“きっかけ”になって、同級生に「オレ、探偵になるし」と志しました。 
　しかしながら、学校を出たからと言って、探偵という職業がすぐに見つかるわけでもなく、とある警備会社に就職し、２０代前半に人事担当をしていました。 当時、大手警備会社が有人警備を削減したり、バブル期の建築ラッシュなどが重なり、超がつく人手不足になって、毎日、新聞、チラシ、求人誌など様々な求人広告媒体を使って募集をしていました。
　その中の一つに「アルバイトニュース」（ａｎ）という求人誌があって、ほぼ毎日、警備員募集の求人広告を出していたのですが、いつも私の会社が出していた求人欄の下に、ある探偵社の求人募集が掲載されていて、その「探偵助手募集」というコピーに、「今の立場がなかったら応募すんのになぁ……」なんて本気で思っていました。確か当時は、今から２０数年前の、恐らくバブル絶頂期で、探偵業界も隆盛を極めていた時ではなかったかと思います。 
　当時、私はあまり仕事自体が好きではなくて、多分に、ただただ使命感や義理などで仕事に押し流されていた状態で、具体的な将来のビジョンや目標、目的といったものはなく、やや不安定な状態だったのかなと今になって思います。で、数年後、その警備会社の上司と共に、同社を退職して、今でいう整体師をやったのですが、このお仕事は、今でこそ結構ポピュラーで、そこここの人が気軽に施術を受けるようなものになっていますが、当時は、やや胡散臭い業種に位置付けられていて、特に２０才代で整体師をしている人なんて少なかったので、何かと気苦労なんかも多かったと思います。 
　それでも何とか２年ほど整体師をやって、あるとき、一緒に開業した私の師匠に「お前はまだ若いんやから、もし何か自分がしたい仕事があるなら、それをやっても構へんよ」と言っていただいて、その日の帰宅途中に、とりあえず求人誌でも見てみようかと思い、自宅の近所にあったコンビニで、例の「アルバイトニュース」を手に取って、パラパラと見ていたら、なんと、あったのです、「探偵助手募集」が、相変わらず。その内容に「履歴書送付」と書いてあったので、その日の内に履歴書を送り、後日、面接に呼び出され、その当日に初仕事に連れて行かれましたが、確か、その日は、ある男性の浮気調査の何日目かで、これといって何も動きがなかったと思います、「まっすぐ帰宅」みたいな状況だったでしょうか、ただ、私にとっては、大変な感動で、社会人になって初めて、自分が「やりたい」と思う仕事をやったという実感が確かに全身にあり、直感的に「これやっ！」と思いました。
　それから、もう今年で２１年目か・・・。 今では、正直「これでいいのかな？」と思うことも、ごくたまにあります。それは、「これやっ！」と思ったその日に、一緒に仕事をした先輩上司が「この仕事が善か悪か…」というようなことをポツリと言ったことが、引っかかっているのだと思います。
　当時は意味がわかりませんでしたが、今になって思うと、「これやっ！」と思ったその日に、この「探偵業」という仕事の、なんと表現していいかわかりませんが、複雑さを教えられ、体感したように思い、それが今でも様々な仕事を進める時の、ちょっとした羅針盤というか、指針になっています。 
　例えば、探偵社にはよくある「夫が浮気しているようだが、どうしようかと思っている」というご相談。お話しを聞けば、浮気をしていることが簡単に想像できるよう なメールのやり取り、怪しい外出、外泊、痕跡……不貞の事実は間違いなくあると思われ、妻がすでに気づいていることを夫は自覚していない、今の段階で実際に素行調査すれば、ほぼ間違いなく結果が出ると思われるケース、確かに調査はやってみないとわからないが、経験上、１日で結果が出せる自信もあるが……。 
　このようなケースですと、現場で素行調査をする調査員にとっては、対象者が全くの無警戒状態であることが多く、案外、大胆な調査を行っても気付かれることなく、初日にもかかわらず結構な証拠を蒐集でき、充実感を満喫できる仕事になります。
　私自身、今でも調査の現場を担当していますので、このような結果を得られることは全く現場の調査員冥利に尽き、責任を果たせた達成感も大いにあるのですが、逆に 依頼者である妻の相談を聞いている立場もありますので、その立場からこの状況を想像すると、かなり微妙な心境になります。 
　要するに、結果が出ると「浮気の証拠があれば離婚します」という依頼者が多いため、その言葉が頭に浮かび、もし仮に私が調査を受けなければ、この夫婦は離婚することもないし、家庭が崩壊することもないのではないか、と、いうような思いが脳裏をかすめます。 
　また、素行調査をされた被調査人の立場にすれば、自身の迂闊な行動によって引き起こした不貞疑惑から端を発し、妻の逆鱗に触れて、家は追い出され、金は取られ、子供も取られ、女性問題で会社の立場も危うくなり……などというような憂き目に遭 遇し、調査を依頼した妻はもとより、調査を担当した探偵社にも、逆恨みではありますが、その怒りの矛先は向けられ、何年か経過した後に、この夫婦の自宅の前を通ると、更地になっていた、なんてこともままあって、少しセンチメンタルにもなったりします、自分のせいかなと。
　このようなことを私のような若輩者でも、これまで何度となしに見てきましたが、それでも「これやっ！」と思った日に先輩が言った探偵の仕事の「善と悪」は、その同じ日に同じ口から聞いた「探偵は依頼者の味方」であることに起因していると、今でも思っています。 
　今年で２１年目を迎え、未だ青いですが、これからもお客様の気持ちに真摯に向き合える「依頼者の味方」でありたいと思います。 
倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
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